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去る５月１５日（木）、藤代庁舎大会議室において、令和７年度第１回コミュニティ・スクー
ル一括研修会を開催いたしました。
講師として今年度で４年目となる、文部科学省総合教育政策局ＣＳマイスターの安齋宏之（あ

んざい ひろゆき）先生をお迎えして、今年度の新規委員さんを中心に研修を行いました。

第１回の研修テーマは、「コミュニティ・スク
ールでつくる子供と地域の未来 ～地域みんなの
ウェルビーイングの向上を目指して～」でした。

「ウェルビーイング（Well-being）」とは直訳する

と「良好な状態」となります。一般的には身体的・

精神的・社会的に満たされている状態を指します。

はじめに「取手市の『街の幸福度ランキング』
は、茨城県内で何位でしょうか？」（「いい部屋ネ
ット」の調査結果から）や、「取手市の皆さんは、
何に幸福を感じているのでしょうか？」といった、
私たちにとって身近で、かつ興味深い話題提示からスタートした研修会。先生の学校長、そして
現在のＣＳ（コミュニティ・スクール）マイスターとしての様々なご経験から、ＣＳを取り入れ
る意義や効果などについてご講義いただきました。研修内容を、以下項目だけ示します。

研 修 内 容
１ コミュニティ・スクールとは？
２ コミュニティ・スクールと地域学校協働
活動の一体的推進
３ ＣＳを生かした学校経営の実際
４ 学校運営協議会委員は、何をするのか
※ 質疑応答

「コミュニティ・スクールは、学校と地域をとり
まく課題解決のための仕組み」

「ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進とは、『未
来の地域を担う人材の育成』を通して『今の地
域を担う人材』も育成すること」

「学校の『教育目標』を地域の『協育目標』、そ
して『共生目標』へ」

「学校運営協議会で『協議する』ことは、すなわ
ち学校経営に参画すること」

こうした、たくさんの意義深い内容が含まれた
研修は、新しくＣＳ委員となられた方々にとって、
コミュニティ・スクールを実践展開することの意
義・価値が十分理解された内容でありました。

今年度も、この一括研修会は計４回の実施を予定しています。また、６月２５日には、全ての
ＣＳ委員を対象とした「全体研修会」を開催し、特に「地域学校協働活動」に関する研修を行う
予定です。安齋先生、そして委員の皆様、これからもよろしくお願いいたします。



コミュニティ・スクールを実施する最大の目的は、「学校・家庭・地域が一体となってよりよ
い教育、児童生徒の育成に取り組むこと」であるとともに、「学校を中心に地域の方々が協力し
合うことで、地域全体の活性化、人と人とのつながりも深まること」でもあります。

取手市では昨年度、コミュニティ・スクール２年目以降の小中学校を中心に、保護者・地域の
住民の方々に、学校教育／各学年の授業や行事、環境整備や登下校の安全確保など様々な面で協
力していただいてきました。こうした取組を「学校支援」と位置付け、地域と学校の連携活動、
【地域学校協働活動】の一つととらえています。

こうした「学校支援」タイプの【地域学校協働活動】のように、学校に地域の方々をお招きし、
教育活動の支援・協力をいただくこととは別に、学校の生徒たちが地域に出向き、地域の様々な
行事やイベントに協力することを通して、「地域全体の活性化」「人とのつながり」を深めてい
くことはできないか、そうした視点で地域と学校との連携を深める取組を、「地域貢献」タイプ
と位置付けます。この「地域貢献」タイプは、中学生をその主体として取り組んでいくものとと
らえています。ここでは、校長先生はじめ学校全体でこの「地域貢献」タイプの協働活動に取り
組もうとする藤代中学校の今年度の計画について、紹介していきます。

藤代中学校ではまず、中学校区内の公民館の行事やイベントの中で、中学生が運営のお手伝い
をさせていただけるものを、昨年度から公民館長さんに依頼して情報提供を求めました。また、
ＣＳコーディネーターが学区内の各公民館と連絡を取り、さらに情報を収集していきました。こ
うして現在、「協力できること」として以下のような行事等を予定しています。

◇大運動会 ◇夏まつり(8月)
（10月：山王小学校と ◇地区市民運動会(10月)

共催） ◇どんど焼き(1月)
◇公民館まつり(3月) ◇公民館まつり(3月) ◇ぺタンク大会(5月)

◇夏まつり(8月)
◇春まつり(2月)

◇合同運動会
◇夏の学習会

（10月：六郷小学校と）
(8月：小学生対象） ◇小貝川クリーン作戦

◇公民館まつり(3月) ◇藤代音楽祭(10月) ◇高齢者福祉施設の
◇藤代文化祭(11月)など おまつり など

※天候不良、部活動の予定などにより生徒が参加できない場合もあります。
各協力先との詳細な打ち合わせ、生徒の参加方法、学習・授業の一環とし

ての学習計画など、まだまだ準備することがありますが、こうした藤代中学
校の取組は、地域の活性化・人と人とのつながりを促進する一つの試みであ
ると考えます。これからの展開が楽しみです（5/24 ペタンク大会に協力しました！）。


